








研究目的 

クレチン症あるいは後天性甲状腺機能低下症では,精神神経症状,運動機能障害を来たすこ

とが知られており,臨床的にも精神発達遅延,行動異常,言語障害などの脳機能障害,あるい

は平衝機能障害等を認める。昨年度我々は脳波の自動分析(後頭部基礎律動の解析)および

運動神経伝導速度について報告したが,今回新生児甲状腺機能低下ラットを作成し,末梢神

経の形態学的変化を経時的に計測し,対照群と比較検討を行った。 


